
（ 様式－１ 表紙）  

  １  調査名称： 平成２９年度小田原市都市計画道路見直しに伴う交通量調査

 ２  調査主体： 小田原市 

 ３  調査圏域： 小田原市管内 

 ４  調査期間： 平成２９年度 

 ５  調査概要：  

本市では、平成２０年２月に県のガイドラインに基づき「 小田原市都市計画道

路見直しの基本方針」 を策定し、都市計画道路の現状と課題を明らかにするとと

もに、その必要性を再検証した上で、平成２４年度までに変更や廃止の都市計画

手続きを行ったところである。  

第１回の都市計画道路見直しの基本方針を策定してから１０年が経過し、この

間には、東日本大震災を契機とした防災・ 減災対策の高まりや、人口減少・ 少子高

齢社会に対応した「 コンパクト・ プラス・ ネットワーク」の考え方に基づく「 立地

適正化計画」の策定など、新たな視点も加わっていることから、平成３０年度に第

２回目の都市計画道路見直しを行うものである。  

そこで、見直しに先立ち、将来交通量推計などに必要となる基礎資料作成のた

め、市内の現況交通量及び渋滞長の調査を行う。  



（ 様式－２ａ  調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １  調査名称： 平成２９年度小田原市都市計画道路見直しに伴う交通量調査 

 ２  報告書目次 

  １ ．調査の目的と概要 

  ２ ．交通量調査 

  （ １ ） 調査日時 

  （ ２ ） 調査項目 

  【 調査結果】  

    平日交通量（ 平成３０年３月６日（ 火） ）  

    休日交通量（ 平成３０年３月４日（ 日） ）  

    平日渋滞量（ 平成３０年３月６日（ 火） ）  

    休日渋滞量（ 平成３０年３月４日（ 日） ）  

  【 観測状況写真】  

平日（ 平成３０年３月６日（ 火） ）  

    休日（ 平成３０年３月４日（ 日） ）  



（ 様式－２ｂ  調査概要）

 ３  調査体制 

 ４  委員会名簿等：  



（ 様式－３ａ  調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １  調査目的 

第２回目の都市計画道路見直しに先立ち、将来交通量推計などに必要となる基

礎資料の作成のため、市内１６箇所の平日及び休日における現況交通量及び渋滞

長の調査を行う。  

 ２  調査フロー 



 ３  調査圏域図 



（ 様式－３ｂ  調査成果）

４  調査成果

    別添調査結果参照（ 平日・ 休日及び交通量・ 滞留長ごとに代表箇所を添付します。）










